
知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

1.戦略的活用編

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

1-1 機能とデザインによる市場獲得

・新商品の売上を伸ばすための方

策について、社長の考えはどのよう

に変化したでしょうか？

・意匠権の取得を考えなかった場

合、どのようなリスクが想定されます

か？

事業戦略に基づき、自社の知財を

活かす方策や差別化となるポイン

トを考え、知財の創出機会を増や

す方策を導入し、社内活性化につ

なげる

1-2 展示会における模倣リスクと技術・デザインの流出対策

・初めて展示会に出展するとき、模

倣されることを防ぐために検討すべ

き点・対策として何があったでしょう

か？

技術やデザイン等について事前に

社外に公開・非公開する範囲を定

める重要性

知財を取得し契約や価格交渉等

において知財を活用・優位性を確

保する

1-3

・このような結末になってしまった原

因は何でしょうか？

・共同先との交渉時に留意すべき

点として、どのようなことが考えられ

ますか？

共同開発を進める中では、事前の

取決め、情報管理を徹底する

共同先が勝手に事業を進めること

などを回避するための契約をする

自社にある経営資源・知的財産を活用し、ビジネス展開を有利に発展させ

る戦略について、事例を基に多面的な考え方を戦略的に考察する。

大企業との連携で箔が付くという理

由で共同開発に応諾するも、開発

後、自社の売上げにつながらないこと

に気づく。

特許権と意匠権を取得の上で新商

品の売上げ拡大に成功

展示会に出展。熱弁をふるって秘匿

すべき情報まで開示した結果、翌年

には大きく改良された他社製品が溢

れる。

共同開発における事業展開

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=PvfRr6Ickv4&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=3&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=QOKvfyTFWnU&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=4&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=K4wY2-J9tK4&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=5&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=K4wY2-J9tK4&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=5&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

2.トラブル対応編

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

2-1 代理店活用と契約

・どの段階のどういった対応や行動

が契約トラブルの原因となっていた

でしょうか？

・社長はどのような手を打つことがで

きたでしょうか？

知財を取得することで競合を抑え、

代理店が営業しやすくなり、販売

援助となる

代理店との信頼関係や秘密保持

も含めた契約を結ぶ

2-2 ノウハウ・営業秘密の保護管理

・どの段階のどういった対応や行動

が契約トラブルの原因となっていた

でしょうか？

・社長はどのような手を打つことがで

きたでしょうか？

技術や製造方法の公開・非公開

範囲を決め情報流出時を想定し

て対応策を検討する

2-3 競合企業に対する多様な善処策

・模倣品に対して佐藤社長はどう

いった方針を取りましたか？

・社長が検討した方針を採用でき

た理由は何でしょうか？

「恐れない・慌てない」を意識し、対

処の良し悪しを柔軟に判断するこ

とで、模倣されてしまっても冷静な

善処を心がける

知人に紹介してもらった代理店に押

し切られて口頭説明とは異なる内容

の契約書で独占販売の権利を付与

してしまい、 契約書に記載なしとし

て在庫買取、解約を断られる。

製造委託先に自社のコア技術まで

技術指導。 また、委託契約解消後

の特許技術の使用に関する取決め

をしなかった ためにトラブルが生じる。

模倣品が出現したものの、改良アイ

デアと開発資金があったことから、短

いスパンでの製品改良によって競合

を突き放す。

事業展開を進める中で起きる様々なトラブル事例から、起こり得る事態を未

然に防止する対策、 あるいは起きてしまった後の対策を考察する。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=C1io2UeASaw&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=6&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=02kVVRJI0nQ&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=7&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

2-4 侵害警告への対応

・どの段階のどういった対応や行動

が契約トラブルの原因となっていた

でしょうか？

・どのような手を打つことができたで

しょうか？

自社のオリジナリティを主張すること

を意識かつ専門家に相談すること

を前提とし、安易に妥協しないこと

を基本スタンスとする

2-5 特許出願時の開示内容見極めの重要性

・前開発部長にはどのような知財

関連の知見があったと考えられます

か？

・社内で知財関連の知見を継承

する方法にはどのようなものがありま

すか？

「目的に応じた、技術や製造方法

の守り方」・「知財化プロセスを通じ

た人材育成」を意識したい

訴訟の労力を回避するため、全面

的には妥当性がない警告に応じた

結果、他社からも同じような警告を

受ける。

開発部長が突然退職。自社のビジ

ネスにとって有利な展開となるような

特許出願の仕方や弁理士をうまく

活用する知見 が失われる。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=d9T-MBGxcwQ&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=9&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

3.サステナブル経営編

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

3-1 持続的成長のための価値創造

・事業継続するための知的財産に

は、どのようなものが考えられます

か？

・事業戦略として、どのような方法

が考えられますか？

自社の価値を高め、知的資産を

棚卸して整理・評価し、事業継続

を踏まえ、新たな戦略を構築する

3-2 技術導入によるビジネスの拡大戦略

・ライセンスを受けた製品を提携先

に独占されないようにするために、

契約のほかにどのような技術開発

や事業展開をすると良いでしょう

か？

・ライセンス契約・サブライセンス契

約のポイントはどこにおくと良いでしょ

うか？

自前主義にこだわらず他社技術の

導入によるビジネスの持続と拡大を

考える

3-3 ビジネスモデル流出への対応と市場地位確保

・ベンチャー企業が勝てる要素は何

でしょうか？

・他社と協議する（情報を出す）

ときに、何に気を付けるべきでしょう

か？

・情報発信に関してSNS活用の良

さや注意点には、どのようなことがあ

りますか？

SUと大企業の間で知財や営業秘

密を巡るトラブルを回避するために

は協業を進める際に「自社サービス

や製品に関する特許や情報管理」

が重要

巨大台風により、長年、調味料を作

り続けてきた工場が浸水。再建のた

めの会合で経営デザインシートを活

用。ブランド と品質の復活とさらなる

発展に向けた行動を起こす。

事業提携の交渉をしていた他社が、

自社と同様のサービスを立ち上げ

る。NDAは有効期限切れのため、

SNSへの投稿 等のほか、ベンチャー

ならではのスピード感で勝負。

企業の内部外部において自社の価値を高め、知的資産を棚卸して整理、

評価し、事業継続・事業継承を踏まえ将来を見据えた新たな戦略を 検討

する。

新製品開発に当たり有望な企業と

技術提携を持ち掛ける。結果、ライ

センシー、サブライセンシーと協力関

係を構築、 開発後も密な連携を保

つ。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=xwN6AJMUmKU&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=10&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=Yxv3oHMYimQ&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=11&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=xmAErJyMBf8&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=12&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

3-4 協業先との市場戦略の不一致

・社長が不安視するように、会社の

先行きは不透明です。なぜこのよう

な事態になったのでしょうか？

・先行き不安な事態を踏まえると、

どうすれば良かったのでしょうか？

「事業戦略と知財の活用」・「知財

を通じた協業先との戦略共有」を

意識したい

3-5 契約内容の違いによる契約先選択の悩み

・Ａ社が提示した契約は、Ａ社に

とってどのようなメリット・デメリットが

あるでしょうか？

・Ａ社の契約形態とＢ社の契約

形態とで、企業にとってより大きなメ

リットをもたらすのはどちらでしょう

か？また、他の契約方法はありま

すか?

「これから契約する相手先との関係

性を踏まえた知財の取り扱い」を意

識したい

3-6 大学における研究成果開示と知財戦略

・大学は、学会発表に関して日ごろか

ら研究者や学生にどのような教育をし

ておくべきだと思いますか？

・将来事業化するときに備えて、研究

成果を知的財産として保護するために

は、どのようなルールが必要でしょうか？

大学及び研究機関において企業

連携と関わる教職員、学生、研究

者への情報管理教育を意識したい

デザイナーが、２社からデザイン料の

支払いと意匠権の帰属に関して、異

なる契約内容を提示される。

大学発スタートアップが、学生の学

会発表をきっかけに冒認出願のリス

クに直面。大学と連携して知財教育

や情報管理 のルールを整備し、知

財リテラシー向上を実現する。

収益(コスト回収)の見通しも考えず

に研究に没頭し、経営が傾く。支援

を買って出た企業にも不利な条件を

飲まされる。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

4.NEXT IP編

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

4-1 SDGsを意識した知財活用

・本件において商標権を取得する

ことの狙いは何でしょうか？

・技術やノウハウを開放する狙いは

何でしょうか？

・SDGsに係る取り組みと知財の関

係性をどう考えますか？

事業開発、製品開発において、時

流を読み対応することを鑑み取組

むことで企業の競争力を生み、持

続的成長につながる

4-2 アジャイル開発における知財マネジメント

・権利になるか不明であるにもかか

わらず、ビジネスモデルも特許出願

する意図やメリットは何でしょうか？

・全体システムと並行して、個別の

要素技術であるハードウェアやソフ

トウェアにも特許出願をする意図や

メリットは何でしょうか？

アジャイル開発などスピーディーな開

発手法をとる場合の特許出願との

関係、費用対効果の面も含めた

事業戦略と合わせた知財の検討

4-3 企業・製品価値を高める特許戦略

・当初はどういった戦略で知財を積

極的には出さない方向性だったか

を考察してみましょう。

・なぜ知財戦略の方向性を変更し

たのでしょうか？その狙いは何でしょ

うか？

・資金調達成功の要因が何であっ

たと考えられますか？

知財化による他社との差別化、競

争力強化、業界標準化までを想

定し、事業性を高めることによる資

金調達、再投資により事業のスパ

イラルアップを推進する

サステナブルな素材のストローの開発

に取り組む中、競合企業の躍進して

いる事実を知る。対抗して、知財戦

略の見直し を行い、競合に負けな

い資金調達も目指す。

建築土木業界への女性進出を目

指す。SDGsも追い風になり話題と

なる。女性の活躍に向け、技術やノ

ウハウを積極 的に伝えていく。

 自転車シェアリングのシステム開発

をアジャイル開発にて行ってきたが、

競合の出現から特許権取得を検

討。自社の事業 戦略に合った仕組

み作りから始めることに。

将来のありたい姿を目指し、次世代のIP戦略構築を考える新事業新商品

を展開する企業では、持続性あるモノとコト、企業と企業、企業と消費者、

企業と従業員、さらに様々な外部環境(気象,市場,疫病,電子化…)を見

据えた知的資産の活用について考察する。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=YDJYPCj2_UY&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=13&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=NA5_jyTJTk8&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=15&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

4-4 知財意識の向上を図る仕組み

・社内制度やイベントは社内でどん

な効果をもたらしていますか？

・知財に係る検討で知財担当が重

視したポイントは何でしょうか？

企業の新規事業を想像する尖った

開発人材を育成・成長させる施策

や社内コミュニケーションを高める機

会を設けることは企業の発展に欠

かせない

社内の技術者、役員全員が出席す

る研究発表会で技術者が研究成

果を発表。複数の部門からの質問

に応え、知財 戦略の検討等、社内

の横断的協力を得つつ製品化を目

指す。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=_httYbIacJE&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=16&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

5. マーケティングミックス編

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

5-1 創業期を支えた知財戦略

・自社製品に採用しなかった技術にも

特許出願する意図は何でしょうか？

・ＳＷＯＴ分析やＳＴＰ分析の結果

も、知財化の参考にした理由やそのメ

リットについて考察してみましょう。特に

同社のようなベンチャーにとってのメリット

も考慮してください。

中小・ベンチャー企業による新標品

の販路開拓はいかに自社がイニシ

アチブをもって事業を進められるか

がポイント

自社の強みを理解し、他人任せに

しないことが重要

5-2 事業目的・ビジョンを体現する知財の使い方

・なぜＮＰＯとしての地域団体商標を

取得しようと考えたのでしょうか？

・売上げ、生産量、種子の管理を徹

底した最大の狙いは何でしょうか？

・ ネギが認知度を獲得した理由につい

て考察してみましょう。

事業を守るためのツールとして知財

だけでなく、ステークホルダーを巻き

込むための旗印とすることでブラン

ディングを図り、徹底管理の基、永

続的な事業構築を図る

5-3 ブランド化を下支えする知財戦略

・最大の成功要因は何でしょう

か？

・モデルチェンジを繰り返すのではな

く、斬新なデザインを長く用いる理

由は何でしょうか？

・高価格帯を維持できている理由

は何でしょうか？

狭義のデザイン（意匠）だけでは

なく広義な「デザイン」を経営の軸と

して捉え、製品に機能だけでない

付加価値を与えるブランディングを

意識したい

新たな商品やサービス、ビジネスモデルによる事業を展開するなかで、ブラ ン

ド、デザインなどを複合して活用し、マーケット創出を有利に進めていく戦 略を

実践した事例から経営に活かす知的財産活用を考察する。

新製品の販売代理を大手商社に

打診するも、独占販売権を条件に

持ち出され断念。自ら営業を行うこ

とを決意し、 STP分析やSWOT分

析等を通して知財戦略を見直す。

市の伝統野菜の復刻のため、NPO

法人を立ち上げ、地元での普及活

動を行う。地域団体商標を取得し、

伝統野菜 を地域ブランドとして育て

ていく。

マッサージチェア開発にあたり、高性

能化を図るだけでなく、斬新かつ普

遍的なデザインをデザイナーに依頼。

技術と デザインの両輪で成功を目

指す。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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https://www.youtube.com/watch?v=jU68dVRYQI0&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=17&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=msWdnwpa6hg&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=18&pp=iAQB
https://www.youtube.com/watch?v=DkzufFTWNvE&list=PLhESKlloeK5XOj8S-811nDmr-0rx2tDOI&index=19&pp=iAQB


知財マネジメント人材育成教材
■ケーススタディ集内容一覧

事例内容、検討する設問・事例から学ぶポイントをご紹介いたします。

事例内容 検討する設問 学ぶポイント

5-4 開発段階での標準化戦略の重要性

・市場形成のためには、「標準化」

に並行してどのような活動が必要だ

と考えられますか？

・標準化された特許だけでは不十

分な理由は何だと思うか、考えてみ

ましょう。

「市場形成の手段としての標準

化」と、「標準必須特許と関連特

許の組合せ」を意識したい

5-5 大学ブランドの社会実装

・研究室ごとに独自のデザインや方

針で大学名を使用すると、どのよう

なリスクが生じると思いますか？

・大学がブランド・商標を適切に管

理するために必要な内部体制や

ルールを整理してください。

大学・研究機関・企業等の組織に

おける「ブランド確立」 と、そのため

の「ルール・ 体制の整備」 、「商標

権取得の重要性」を意識したい

中小企業が逆止弁ボトルの国際標

準化を目指す中で、標準必須特許

(SEP)と周辺特許を戦略的に組み

合わせる ことで国際市場での競争

力を高める。

大学が研究成果を「南洋キャビア」ブ

ランドとして商標化し、知財部門主

導でルール整備と協賛モデルを導入

することで、 ブランド価値を高め、企

業連携を加速させる。

※「事例内容」タイトルのリンクはINPIT公式YouTubeチャンネルで紹介の動画解説リンクです。
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